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イスラエル、ソマリランドを承認、ギデオン・サール外相の訪問 
 パレスチナ・クロニクル・スタッフ著、脇浜義明訳 ２０２６年１月７日 ＊脚注は訳注 

ソマリランドのアブディラン・モハメド・アブドラヒ大統領とイスラエルのギデオン・サール外相(Photo: @Abdirahmanirro X page) 

 

 ロイター通信は、２つの情報源を引用して、イスラエルのギデオン・サール外相が１月６日に、ソマリランドを訪問した

と報道した。これは、自称ソマリランド共和国を「独立国家」としてイスラエルが承認してから１０日後のことであった。

この承認は、ソマリアの領土保全に関する国際社会のコンセンサスからの、前例のない離脱である。 

 サールはアブディラン・モハメド・アブドラヒ大統領と会談し、両国関係強化の方法を協議したと、ソマリランド高官

が言った。 

 かつて英国の保護領であったソマリランドは、１９９１年にソマリアからの独立を宣言したが、その後３０年間以上外交

的にどこからも承認されていない状態であった。 

 ソマリランドは独自の政府、軍隊、通貨を実施しているにもかかわらず、一部の外国政府や企業との協定などで、特に安

全保障とインフラ面で、国際的正統性を得ようとしてきた。ソマリランドはアデン湾沿岸の戦略的に重要な位置で、エチオ

ピアとジブチに隣接、紅海とインド洋を結ぶ海上交通の要所である。事実上ソマリランドの首都となっている沿岸都市ベル

ベラは、紅海の地域緊張が高まる中で、外国の軍事的・商業的関心の的になっている。 
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 イスラエルがソマリランド承認に踏み切ったのは、ガザ・ジェノサイドと西岸地区攻撃をめぐっていくつかの同盟国との

外交関係が緊張化した中でである。観測筋は、イスラエルはアフリカ、とりわけアフリカの角への戦略的影響力を拡大する

ことで、どんどん深まる国際的孤立化に対抗しようとする足掻きだと見ている1。  

 ネタニヤフ首相が１２月２６日にソマリランドを承認したのは、ソマリランドが独立宣言してから３５年経過してからだ

った。彼は、これを、２０２０年に米国の仲介でいくつかのアラブ国と国交正常化した「アブラハム合意」の「精神」に

沿うものだと言った。 

 しかし、ネタニヤフ発表は米国政府にとって不意打ちであったようだ。米国務省は改めてソマリランドを含むソマリア領

の領土保全を支持すると表明した。トランプ大統領は、米国はイスラエルと同じようにソマリランドを承認するかと質問さ

れたとき、問題を「検討している」と答え、ソマリランドの国際的地位に疑問を呈した。 

 ソマリランド指導部はイスラエルの決定を歓迎した。その時アブドラヒ大統領はソマリランド政府はアブラハム合意へ

の参加を目指すと述べ、イスラエルの承認は地域及び世界平和への一歩だと言った。しかし、地域は即座に敵対的に反応し

た。アフリカ連合は、ソマリランドの承認はソマリアの主権を損ない、アフリカ大陸の中の分離主義運動に危険な前例を与

えることになると警告した。サウジアラビア、エジプト、ヨルダン、トルコなど２０以上のアラブ諸国、イスラム諸国、ア

フリカ諸国は、「深刻な影響」を警告する共同声明を出した。 

 アラブ諸国とイスラム諸国は、この承認は、アル・アクサの洪水以降のイスラエルの地域に対する攻撃的姿勢を示すもの

で、アデン湾と紅海沿岸にイスラエル占領軍に戦略的拠点を与える可能性があると、強い懸念を表明した。 

 観測筋は、イスラエル軍や諜報機関がソマリランドに拠点を築き、イスラエルと関係ある船舶を標的に攻撃するアンサー

ルッラーを攻撃する軍事行動が強化される可能性があるとしている。 

 

 

1 イスラエルはガザのパレスチナ人の強制移住先としてソマリランドを上げていることとも関係するのだろうか。 


